
令和4年度

事　業　計　画　書

横浜市桂山公園こどもログハウス

特定非営利活動法人

さかえ区民活動支援協会



【こどもログハウス】 

(1) 運営団体に関すること 
ア 運営団体の経営方針、業務概要、主要業務、特色等について 
イ 運営団体の業務におけるこどもログハウス指定管理業務の位置づけ 
ウ 運営団体が行った公の施設その他類似施設の管理運営に関する主な実績 

 
ア 運営団体の経営方針、業務概要、主要業務、特色等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務概要 

栄区内の地区センターなど市民利用施設について一体的な管理運営を行っているほ
か、ＳＡＫＡＥＳＴＡ（本郷地区センター、本郷台駅前地域ケアプラザ、さかえ区民活動センタ
ー）を横浜市福祉サービス協会と、また栄公会堂・栄スポーツセンターを横浜市スポーツ協
会及び株式会社ケイミックスパブリックビジネスと共同で運営管理を行っておりま
す。 

主要業務 
①施設の管理運営 
②自主事業などの実施による区民の活動支援・生涯学習活動の支援・地域交流の推進 

特  色 

①協会役員には、子ども会連絡協議会・栄区連合町内会・シニアクラブ・文化協会・青
少年指導員協議会など区内の主要団体の代表の皆様に就任していただいており、地
域の実情に沿った適切な事業運営が可能です。 

②区内施設を一体的に運営することで、連携事業が実現でき、点から面的な拡がりを
もった相乗効果を発揮しています。 

イ 運営団体の業務におけるこどもログハウス指定管理業務の位置づけ 

桂山公園こどもログハウスは、平成３年１１月１６日に「ロッキー」の愛称で開設されまし

た。少子化傾向が進み、核家族化、隣近所の付き合いの希薄化などにより、地域での顔の見え

る関係がなくなりつつあり、孤立感や育児不安を抱くことも懸念されます。そこで、こどもロ

グハウスでのこども同士の遊びや親同士の交流などを通して育児不安の解消や青少年の健全育

成に役割を果たしています。さらに、こどもから大人まで幅広い世代が利用する地区センター・

コミュニティハウスを運営する当協会が世代間の交流を進め、子どもと大人の顔が見える環境

をつくり、安全・安心が実感できるまちづくりに貢献できるものと考えます。 

支援協会は、こどもログハウスにおいて、これまで蓄積してきたノウハウをさらに充実させ、

他の地区センターやコミュニティハウスとも共有・連携することで、やさしさと自然を感じら

れる施設として、「こども・子育ての支援」に全力を上げて取り組みます。 
 

ウ 運営団体が行った公の施設その他類似施設の管理運営 

 現在、運営している施設の総数は、次の 11 施設です。 
 

現在管理運営している主な施設名 所在市区名 業務開始年月 業務区分 

横浜市本郷地区センター（JV 事業） 横浜市栄区小菅ケ谷 1-5-4 令和 3 年 12 月 1 日 施設の管理運営 

横浜市豊田地区センター 横浜市栄区飯島町 1368-1 平成 7 年 4 月 1 日 〃 

横浜市上郷地区センター 横浜市栄区上郷町 1173-5 平成 18 年 5 月 1 日 〃 

老人福祉センター横浜市翠風荘 横浜市栄区野七里 2-21-1 平成 18 年 4 月 1 日 〃 

横浜市桂山公園こどもログハウス 横浜市栄区桂台中 16-1 平成 7 年 4 月 1 日 〃 

横浜市飯島コミュニティハウス 横浜市栄区飯島町 1863-5 平成 19 年 5 月 1 日 〃 

横浜市上郷矢沢コミュニティハウス 横浜市栄区桂台南 2-34-2 平成 25 年 3 月 11 日 〃 

本郷小学校コミュニティハウス 横浜市栄区中野町 16-1 平成 7 年 4 月 1 日 〃 

庄戸中学校コミュニティハウス 横浜市栄区庄戸 3-1-1 平成 9 年 4 月 19 日 〃 

栄公会堂・栄スポーツセンター(JV 事業) 横浜市栄区桂町 279-29 平成 23 年 4 月 1 日 〃 

さかえ区民活動センター（JV 事業） 横浜市栄区小菅ケ谷 1-5-4 令和 3 年 12 月 1 日 区民活動支援等 

 

 

経 営 方 針 

① だれもが何度も利用したくなる、魅力ある施設を目指します。 
② 地域の自主的な活動を支援し、活力ある地域づくりに貢献します。 
③ お客様ニーズをすばやく捉え、サービス向上につなげます。 
④ 行政と協働し、施策とタイアップした事業を展開します。 
⑤ コスト意識を徹底し、効率的な運営を実行します。 

 さかえ区民活動支援協会は、地区センターなどの運営をつうじて、地域交流やまちづくりの推進、
地域コミュニティの活性化を図り、「全ては地域や区民の皆様のために」積極的な貢献をします。 



 

２ 施設の管理運営 

桂山公園こどもログハウスは、子供たちが身近なところで木のぬくもりを感じなが

ら、自由に遊び、子供同士の遊びを通じて青少年の健全育成を育むことができるよ

う、 

   ◆ こどもも親も安心して利用できる施設 

   ◆ ケガや事故のない安全な施設 

   ◆ 利用者の声を大切にする施設 

 を基本方針として管理運営を行ってまいります。 

また、こどもログハウスは平成３年１１月１６日開館以来３０年が経過し、建

物などに一部劣化等の現象が見られます。日常の点検を確実に行うことにより、

安全確保・事故防止に努めます。 

新型コロナウイルスの感染拡大防止の状況をふまえて、安心して利用できる施

設の保持を図ります。 

 

■ 新型コロナウイルスの感染予防対策について 

    入館の際には、マスクの着用・非接触型体温計による検温・アルコールによる

手指消毒の実施、受付時には連絡カードを渡して氏名・連絡先の記入をしていた

だきます。受付カウンターにはアクリル板を設置し、空気清浄機の設置やドアを

開放して換気をします。また「コロナお知らせシステム」の利用の促進をはかり

ます。 

    館内での遊び方については、 

    ＊感染拡大状況に応じて 

〇館内人数の制限や入館者の入れ替え 

     〇貸出遊具の制限 

     〇折り紙など代替遊具等の工夫などを行います。 

 

■ 施設点検の保全・管理 

    日常業務として、開館前に清掃と同時に外回り・建物内の点検を実施します。 

    ＊外回り…落ち葉やゴミなど可能な範囲での清掃 

    ＊建物内…床・建具・トイレ等の点検及び清掃 

    特に、床面は来館の子どもたちは裸足で遊ぶルールとなっているため、十分

な点検を行います。 

 

■ 遊具点検 

    専門業者による年１回の遊具点検結果に基づき、その対応を行います。 

また、開館時の日常清掃と共にスタッフによる点検を毎日実施しています。 

 

■ 設備点検 

    木造施設のため大規模な設備はありませんが、施設内に設置されている照明

等の電気設備、機械警備設備など定期的に点検を実施します。 

    ウォータークーラーの水質検査については、法令に従い年１回の検査を実施

します。 

 



 緊急時対応について 

    事故等が発生した場合の対応について 

事  

故   

発 

生 

 

 

⇒ 

 

状況確認 

 

応急手当 

 

 

⇒ 

負傷者の記録 

 

＊子供の氏名 

＊保護者氏名 

＊連絡先 

 

 

⇒ 

救急車の場合 

 

保護者の付添が

ない場合はｽﾀｯﾌ

1 名が同乗 

 

 

⇒ 

事故報告 

 

支援協会・区

役所に報告 

保護者への確認…事後あるいは翌日必ず保護者へ連絡し状況を確認し、支援

協会・区役所へ連絡。 

 

■ 避難訓練の実施 

   地震または火災の発生を想定し、避難訓練を年１回実施します。 

休館日に、消防署の指導のもと訓練を行い、訓練後、消防署員による防災の注

意点など講習を行います。 

 

■ 救急手当訓練の実施 

 スタッフを対象に、お客様の中心である未就学児から小学生のお子様に対して

の誤飲への対処法・呼吸蘇生の方法など、救急手当訓練を消防署の指導による訓

練を年１回実施します。 

その他、大雨や大雪などの対応についてもマニュアルを整備し、講習会・訓練等 

を行います。また、緊急連絡網についてもＥメールでの連絡など緊急時に備えま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 地域ニーズ・利用者ニーズの把握と運営への反映 

■ 地域ニーズ・利用者のニーズの把握 

   子育て中の保護者からは、こどもが安心して安全に遊べる場所、保護者同士

の交流ができる場所、多世代の交流ができる場所などが求められています。 

   こうした、利用者ニーズを的確に事業に反映させるため、こどもログハウスで

は、地元の地域代表、子供会代表、小・中学校長、保育園長などで構成する「運

営委員会」を設置し、より良い運営にむけて、毎年開催し、ご意見をいただいて

います。こうした意見を参考に運営します。 

また、「利用者アンケート」を年１回、さらにイベントごとに行います。 

   さらに、館内に「ご意見箱」を設置し、お客様からのご意見をいただきます。 

    〇主なご意見             〇対応内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 運営への反映 

≪ニーズを反映した魅力的な自主事業の実施≫ 

季節に沿った魅力的な自主事業を企画実施していく中で、地域での見守り、子

育て支援、児童虐待の防止、こども達の交通安全など、「セーフコミュニティ」

の推進に寄与していきます。また、近隣の保育園やコミュニティハウスなどと連

携した事業も実施します。 

子育て中の保護者の孤立などを防ぐため、区内の「地域子育て支援拠点」との

連携・情報交換・イベント情報の広報を推進していきます。 

≪地域活動への支援≫ 

「夏まつり」などへの協力によって、顔の見える環境作りを促進し、地域住民

や保護者などの見守りが活発になるよう支援していきます。 

  ≪サービスの向上≫ 

こどもログハウスが、こどもたちや保護者にとって「居心地の良い場所」で 

  あるためには、スタッフ全員の接客・接遇を向上させることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

月１回の全員ミーティング（月例会）で、前月の業務内容を話合い、スタッ

フ全員が情報共有することで、より良い運営・サービス向上につなげます。  

サービスに対する考え方や行動の型などを学び、おもてなしの心とかたちを 

身に着けサービスの向上とスキルアップを図ります。 

 

・笑顔での挨拶、丁寧で優しい言葉遣いができる。 

・こどもや保護者の気持ちをくみ取り、おもてなしの心を
持って接することができる。 

・施設の安全確保と、事故への対応が的確かつ迅速にでき
る。 

＜スタッフに求められるスキル＞ 

満 足 度 

の 向 上 

こどもの日や敬老の日など、その

時々にあった、みんなが楽しめるイベ

ントを企画してほしい。 

おもちゃやゲーム、ブランコなど、各年

代に応じて遊べる遊具を増やしてほし

い。 

季節ごとの自主事業を実施し、こども・

保護者・高齢者の世代間交流を促進し、楽

しめるイベントを実施します。 

幼児・小学生などが、みんなで楽しく

安全に遊べるような遊具を増やしていき

ます。 



４ 事業の企画・実施 

（１）利用者サービスに向けた取り組み 

（２）施設の利用促進に向けた取り組み 

（１）利用者サービスに向けた取り組み 

こどもログハウスには、通常年間４万人近くのお客様が利用されます。 

《サービス向上の取り組み》 

利用者に快適に楽しく利用していただくには、利用者の立場にたった職員の心

のこもったサービスがなにより大切と考え、次の取り組みを行います。 

① 明るく優しく親切にご案内します。 

② やさしく見守る一方、館内の秩序維持と事故防止に努めます。 

③ スタッフが心をこめた手作りのおもちゃを提供していきます。 

④ いつも清潔に保つよう心がけます。 

⑤ 落書きを発見した場合には、記録した後、速やかに消去して美観の保持に努めま

す。 

⑥ 救急箱を備え、簡単な治療ができるようにします。 

《自主事業の取り組み》 

「セーフコミュニティ」に沿った自主事業を中心に企画・実施します。 

新型コロナウイルスの感染拡大防止に鑑み、参加者の人数等に配慮し、安全に参加

していただけるように取り組みます。 

① 季節ごとに、その時季にふさわしい自主事業 

   ひなまつり・こどもの日・七夕など季節ごとの伝統行事やハロウィンなどを

実施します。こどもたちが日本文化や伝統行事について楽しく学ぶ機会にしま

す。 

② 保護者の育児支援 

  救急手当て教室。核家族化が進み孤立感を抱いている子育て世代の保護者に簡単

な救急手当てを学んでもらいます。育児不安の解消を図ります。 

③ 世代間の交流 

敬老の日やお正月を中心にこどもと高齢者が参加する事業を検討します。こども

と高齢者が世代を超えた交流を行い相互理解・地域間交流の拡大の機会とします。 

④  地域交流  

 毎年開設日（１１月１６日）を中心に、ロッキーまつりを開催します。 

開催にあたっては、広報よこはま「さかえ区版」や自治会町内会での回覧、タウ

ン誌へ掲載するなど、積極的にＰＲし、利用者増につなげます。 

 

（２）施設の利用促進に向けた取り組み 
■ 広報の充実 

①ホームページ 
   ホームページで自主事業の予定や実施結果について、お知らせします。 
  ②広報誌の活用 

毎月発行される広報よこはま「栄区版」や、「にこりんく」と連携した広報を行います。 

③ロッキーだよりの発行 
   「ロッキーだより」を年２回（春版、秋版）発行します。 
  ④タウン誌への情報提供 

⑤ケーブルテレビへの情報提供 
  ⑥公共施設でのＰＲ  
■ 魅力あるイベントの実施 

こどもや保護者が行ってみたい、参加したいと思うイベントを企画し、利用促進
を図ります。 

 

 



（様式3）

【令和4年度】

①募集対象

②募集人数

③一人当たり参加費 指定管理料 参加費 講師謝金 材料費 その他

子育て支援 幼児・小学生

こどもの日 120 人 5,000 5,000 0 5,000

～こどもの日の飾りを作ろう～ 3回 0

子育て支援 幼児・小学生

七夕イベント 120 人 5,000 5,000 0 5,000

～七夕飾りを作ろう～ 7回 0

子育て支援 幼児・小学生

夏休み工作 180 人 5,000 5,000 0 5,000

～楽しく工作～ 2回 0

子育て支援 幼児・小学生

ハロウィン 120 人 7,000 7,000 0 7,000

～ハロウィンを楽しもう～ 2回 0

子育て支援 幼児・小学生

第２９回ロッキーまつり 500 人 40,000 40,000 0 22,000 15,000 3,000

～もっとロッキーが好きになる～ 1回 0

子育て支援 幼児・小学生

クリスマス 120 人 7,000 7,000 0 7,000

～クリスマス飾り・サンタを作ろう～ 2回 0

子育て支援 幼児・小学生

お正月あそび 300 人 3,000 3,000 0 3,000

～昔ながらのおもちゃで遊ぼう～ 4回 0

子育て支援 幼児・小学生

ひなまつり 120 人 5,000 5,000 0 5,000

～ひなまつりの飾りを作ろう～ 2回 0

子育て支援 幼児・保護者

おはなし会 180 人 3,000 3,000 0 0 0 3,000

～絵本・かみしばい・手遊びもあるよ～ 12回 0

子育て支援 幼児・保護者

保育士が教える親子遊び 120 人 0 0 0 0 0 0

【桂台保育園連携】 6回 0

子育て支援 幼児・保護者

「保育園の出前タッチケア」 30 人 0 0 0 0 0 0

【桂台保育園・コミハ連携】 1回

42回 新規0回 80,000 80,000 0 22,000 52,000 6,000

6

桂山公園こどもログハウス　自主事業計画書

自　　主　　事　　業　　予　　算　　額　

事業名
総経費

収入 支出

1

2

3

4

5

　団体名　特定非営利活動法人さかえ区民活動支援協会

合　　　　　計

7

8

9

10

11



（様式４）

【令和4年度】

　団体名　特定非営利活動法人さかえ区民活動支援協会

事業名

子育て支援

「こどもの日」

　～こどもの日の飾りを

作ろう～

事業名

子育て支援

「七夕まつり」

　～七夕飾りを作ろう～

事業名

子育て支援

「夏休み工作」

　～楽しい工作～

事業名

子育て支援

「ハロウィン」

　～ハロウィンを楽しもう～

10月

内容 回　数

身近な材料を使い、ハロウィーンに関連する飾りや、工作を行い
雰囲気を楽しんでもらいます。

2回

内容 回　数

身近な材料を使った工作を行い、子どもたちが作った作品を施
設に展示したり、自宅に持ち帰ってもらいます。夏休み中に数日
間ほど開催します。毎年恒例の行事ですが、工作は毎年違う物
をスタッフが考え、指導しているので好評を得ています。

2回

4

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

近年、定着しつつある新しいお祭り「ハロウィーン」。ログハウス
でも来館したこども達に、ハロウィーンの雰囲気を楽しんでもらい
ます。

回　数

折り紙や色画用紙を使い、きれいな飾りや短冊を作ります。子供
たちに書いてもらった短冊や七夕飾りを施設に展示し、七夕まつ
りを楽しんでもらいます。

7回

3

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

工作をすることで、子ども達の想像力を養うとともに、創作の喜
びを味わってもらいます。未就学児には親子で作る喜びを味
わってもらいます。

8月

身近にあるものを利用して、スタッフの指導でこいのぼりやかぶ
とを作り自宅で飾ります。

3回

2

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

七夕飾りや短冊などを作り、子どもたちに願い事を考えること
で、未来への夢や希望を考える時間を持ってもらいます。

7月

内容

桂山公園こどもログハウス　自主事業計画書（単票）

1

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

施設に5月人形を飾り、「[こどもの日」をロッキーで楽しく過ごして
もらいます。

5月

内容 回　数

3



（様式４）

【令和4年度】

　団体名　特定非営利活動法人さかえ区民活動支援協会

桂山公園こどもログハウス　自主事業計画書（単票）

事業名

子育て支援

「第29回ロッキーまつり」

　～もっとロッキーが

　　　　　　　好きになる～

事業名

子育て支援

「クリスマス」

～クリスマス飾りを作ろう～

事業名

子育て支援

「お正月あそび」

～昔ながらのおもちゃで

　　　　　　　遊ぼう～

事業名

子育て支援

「ひなまつり」

　～ひなまつりの

　　飾りを作ろう～ 回　数

身近な材料を使い子どもたちに簡単な雛人形に纏わるおもちゃ
を作ってもらい、施設に展示したり、自宅に持って帰り、ひなまつ
りを楽しんでもらいます。

2回

昔からあるお正月の色々な遊びに親しんでもらい、楽しいお正
月を過ごしてもらいます。

4回

8

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

施設に雛人形などを飾り付けし、簡単な雛人形の工作を作って
もらうことで、ひなまつりを楽しんでもらいます。

3月

内容

2回

7

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

かるた・コマ・福笑いなど昔ながらのお正月あそびで楽しんでもら
います。また、三世代交流の一環として、祖父・祖母から遊び方
を教えてもらいます。

1月

内容 回　数

6

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

子どもたちの手作りによるクリスマス飾りで施設の飾り付けをし、
みんなでクリスマスを盛り上げ楽しんでもらいます。

12月

内容 回　数

身近な材料を使って子どもたちにクリスマス用の飾りやを飾りを
作ってもらい、施設に飾ったり自宅に持ち帰って楽しんでもらい
ます。

毎年恒例のロッキーまつり。普段は使用できない遊具（トランポ
リンなど）や、スタッフが考案した新しい遊びなどでたっぷり楽し
んでもらいます。またいつもとは違う催し物でロッキーを楽しんで
もらうことと、広く広報にもつとめ新しい利用者の増加も図りま
す。

11月

内容 回　数

スタッフが準備したゲームやおもちゃ、工作教室など、「ロッキー
まつり」ならではのメインイベントで普段と違う遊びを楽しんでもら
います。

１回

5

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

セーフコミュニティ

4



（様式４）

【令和4年度】

　団体名　特定非営利活動法人さかえ区民活動支援協会

桂山公園こどもログハウス　自主事業計画書（単票）

事業名

子育て支援

「おはなし会」

　～絵本・かみしばい・

　　　　手遊びもあるよ～

事業名

子育て支援

保育士が教える親子遊び

～手作り人形によるお話、

紙芝居など～

【桂台保育園連携】

事業名

子育て支援

「保育園の出前タッチケア」

【桂台保育園・コミハ連携】

子育て支援を目的に、上郷矢沢コミュニティハウスと連携した事
業を行います。

9月

内容 回　数

上郷矢沢コミュニティハウスで実施する「保育園の出前タッチケ
ア」のPR、及び参加者を募ると共に、事前にお話会を開催し事
業実施への関心を抱かせる。また、事業当日遊具の貸し出しな
どを行います。

１回

隔月

内容 回　数

保育士がログハウスに出向き、手作りの人形を使ったお話や、
紙芝居、幼児向けの体操などを、一緒に行いながら親子遊びを
紹介します。

6回

11

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

内容 回　数

毎月1回、近隣のボランティアの方が、絵本や紙芝居の読み聞
かせや、手遊びを子供たちに教えます。

12回

10

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

子育てを支援するため、近隣にある横浜市立桂台保育園と連携
し、親子で楽しめる遊びを紹介します。

5月～2月　第一月曜日

9

目的・内容 実施時期・回数

目的 実施時期

親子で参加。子供には絵本や紙芝居を静かに聞いたり、手遊び
など身近で素朴な遊びを楽しみながら、色々な国のお話にふれ
てもらい、情緒を豊かにする時間をもってもらいます。保護者に
は子供との接し方、読み聞かせを体験してもらいます。

毎月

セーフコミュニティ

セーフコミュニティ

セーフコミュニティ

5



（様式12） （指定管理者が記⼊する様式）

収⼊の部 （税込、単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

9,357,000 9,357,000 9,357,000 横浜市より
0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0

印刷代 0 0 0 0

⾃動販売機⼿数料 0 0 0 0

駐⾞場利⽤料収⼊ 0 0

その他 0 0 0

9,357,000 0 9,357,000 0 9,357,000

支出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

6,486,500 0 6,486,500 0 6,486,500

6,388,500 6,388,500 0 6,388,500 時給職員10名
30,000 30,000 0 30,000

28,000 28,000 0 28,000 常勤職員・時給職員
40,000 40,000 0 40,000 常勤職員・時給職員

0 0 0 0

0 0

658,500 0 658,500 0 658,500

10,000 10,000 0 10,000 出張旅費
330,000 330,000 0 330,000 事務消耗品費

3,000 3,000 0 3,000

4,000 4,000 0 4,000

100,000 100,000 0 100,000 電話代・郵送料等
25,000 0 25,000 0 25,000

横浜市への支払分 0 0 0 0 目的外使⽤料等
その他 25,000 25,000 0 25,000

72,500 72,500 0 72,500

0 0 0 0

52,000 52,000 0 52,000

2,000 2,000 0 2,000

6,000 6,000 0 6,000

0 0 0 0

44,000 44,000 0 44,000

0 0 0 0 地域イベントの協⼒費等
10,000 10,000 0 10,000

80,000 0 80,000 0 80,000

80,000 80,000 0 80,000

0 0 0 イベントの実施
840,000 0 840,000 0 840,000

0 0 0 0 0

電気料⾦ 0 0 0 0

ガス料⾦ 0 0 0 0

⽔道料⾦ 0 0 0 0

250,000 250,000 0 250,000 日常・定期清掃費
80,000 80,000 0 80,000

350,000 350,000 0 350,000

160,000 0 160,000 0 160,000

空調衛生設備保守 0 0 0 0

消防設備保守 0 0 0 0

電気設備保守 0 0 0 0

害虫駆除清掃保守 0 0 0 0

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 160,000 160,000 0 160,000 ピアノ、音響、コピー機保守費
0 0

722,000 0 722,000 0 722,000

0 0

722,000 722,000 0 722,000

0 0

0 0

570,000 0 570,000 0 570,000

570,000 570,000 570,000 労務・経理等の本部事務経費
0 0

0 0 0 0

9,357,000 0 9,357,000 0 9,357,000

0 0 0 0 0

0

0

0

0

0

0

管理許可・目的外使⽤許可収⼊
管理許可・目的外使⽤許可支出
管理許可・目的外使⽤許可収支

ニーズ対応費
支出合計

差引

⾃主事業費収⼊
⾃主事業費支出
⾃主事業収支

本部分
当該施設分

印紙税
その他（     ）

事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）

公租公課
事業所税
消費税

共益費

修繕費
機械警備費
設備保全費

清掃費

リース料

⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）費
⾃主事業費

管理費
光熱⽔費

⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料

その他
事業費

地域協⼒費

備品購⼊費
図書購⼊費

通信費
使⽤料及び賃借料

印刷製本費

旅費
消耗品費

健康診断費

事務費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

会議賄い費

人件費
給与・賃⾦

収⼊合計

科目

社会保険料
通勤⼿当

令和4年度 「桂⼭公園こどもログハウス」 収⽀予算書兼決算書
(R4.4.1～R5.3.31）

科目

指定管理料

⾃主事業収⼊
雑⼊

利⽤料⾦収⼊
⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）収⼊


